
事業者名 A社(インフラ) B社(宿泊サービス・グランピング) C社(サウナ設備製造)

実地視察

会

について

1 参加した動機

●日高市にゆかりがある。

●インフラ事業者として地域活性

化を目指したいため。

●施設や周辺の環境に関心があったため。

●古民家へのインバウンド誘致等に関心が

あったため。

●県北部でも地域活性化の話が挙がるので、日高市の取

組を参考にしたいと思った。

●当社のサウナの出張・レンタル事業が巾着田の河川敷

と親和性が高いと感じた。

2 想定参画形態

当社単独ではなく、地域の複数事

業者と協力してイベント等を開催

したい。

●宿泊は当社が、飲食の提供は他社が、と複

数の地元事業者と役割分担の上、道の駅のよ

うな複合サービス（グランピング、レストラ

ン等）を提供する施設があると良い。

（現在グランピング業界は飽和状態なので、

単独事業者のみでサービス提供することが難

しい）

●サウナや薪で沸かすお風呂のレンタル

●古くなったフェンスの立て替え

3
関心がある場

所
古民家の空き地

●インフラ整備や広さが十分にあれば、古民

家・イベントエリア。

（古民家は住みやすくしすぎると面白くない

ので、古民家らしさを残すために大幅な改装

は必要としない。）

（現時点で集客力がなくても、新たなサービ

ス提供で集客を見込めるので問題ない。）

●公園でも、複数事業者が参画したグランピ

ングが可能。

●有料化エリア

●イベントエリア

3-

1

魅力に感じた

点
ー ー 河川敷近くのロケーション

3-

2

懸念に感じた

点
ー ー ー

4

追加で必要と

なる

設備・施設や

サービス

●モニター

●エアコン

●駐車場の増築

 （実施しているガス展示会では

駐車場を60～70台程度分は確保し

ているので、それくらいの駐車場

は確保したい。）

●排水や電気（給湯等）等人が住める程度の

インフラ

●駐車場

（連携する事業者により必要台数は変わ

る。）

特にない。

（電源サイトや排水があれば便利だが、レンタル時には

自前で用意している。）

5
施設・用地の

使用方法
ー

定期借地。

（千葉県内2か所の廃校で行っている、土地建

物含めて15年の定期借地としたサービス提供

と同様。購入は難しい。）

ー

6 出店希望有無 有り 有り 有り

6-

1
出店希望時期 ー その時の会社の状況による。

特にない。

1か月程度前にお声がけしてもらえたら参画可能。

7
適切だと思う

出店料金
10,000円/日 ー

特にない。

7-

1

理由・付随条

件
ー ー

出張期間に応じた出張料金の見積もりを出した上で相談

したい。サウナ出張の場合は、お客さんに無料貸し出し

するのか1セット500円程度を徴収するのかなど検討した

い。

7
魅力に感じた

点

自然豊かなところ。

（田んぼ・河川・虫・水車・日和

田山・古民家など）

ー ー

8
懸念に感じた

点

●インフラ整備が不十分。

●散歩ができるような日陰もある

避暑地のような場所という特性を

上手くPRできていない。

ー ー

9

追加であると

嬉しい

設備・施設や

サービス

ワ―ケーション設備。

（閑散期は、オフサイトミーティ

ングや炊事、また寝泊りもできる

取り組みができると企業誘致につ

ながる。）

ー

特にない。

良い川や木でできた橋、水車など既存のものを活かした

い。

出店

について

巾着田エ

リア全体

について



事業者名 D社(キャンプ用品製造) E社(ペット・グランピング) F社(ペット・グランピング)

実地視察

会

について

1 参加した動機

●巾着田にはキャンプコンテンツを実施できる場所があ

るので関心を持った。

●日高市にゆかりがあり事業展開の機会があればと思っ

ていたため。
巾着田エリアに関心があったため。 巾着田エリアの観光地化の力になれたらと思ったため。

2 想定参画形態

（イベントエリア）

●キャンプの実施。バンガローのような小屋を設置すると、近隣の他の

キャンプ場との差別化が図れる。

●キャンピングカーを利用する旅行者の経由地。

●ドッグラン。

（古民家）

●かき氷等を提供するカフェ。来年立川にてドッグカフェの設立を予

定。

（蛍を鑑賞できる小川の一部）

●キャンプ・BBQ・カフェの利用者に対して、トレジャーハンターコン

テンツ（きれいな砂や空調付きの建物を整備して、1cm以下の石を探す

というもの）。関東圏内ではできる所が少なく予約もできないため、2

時間待ち程度になるとしても時間とお金をかけて多くの利用者が来る。

そこにキッチンカー等に飲食も提供して、探検隊らしい服装で迎えると

利用者の単価も上がる。

●BBQの実施

●ドッグランの実施

●ワンちゃん連れが雨でも行くことができる全天候型の施

設。

ワンちゃん連れは遊びに行くところがない且つ横のつなが

りが強いので、そのような施設を設置できると、広告費を

かけることなく集客することができる。「しっぽフェス」

や「ワンワンカーニバル」等のイベントを通年開催すると

毎月400-500万円程度の売上（うち、出展料が1店舗あたり

15-20万の100店舗分）を見込むことができる。イベント

は、単発のものは自社で開催可能なので、ここでは作りこ

んだ常設のものとする。

●グランピング、カフェ、貸別荘、テーマパーク。

これらの施工もやっていきたいと思っているので、そのよ

うなことができたら良い。

3
関心がある場

所

●有料化エリア

●公園

●多目的広場

●イベントエリア

3-

1

魅力に感じた

点

（イベントエリア）

●キャンプ場として平べったい広い敷地。

●車の乗り入れが可能。

●県道に面しているものの立地的に道路に背を向けて自

然の方を向いてキャンプができそうで、わざわざ山奥に

行かなくても自然を感じることができる。

ー
十分な駐車スペースがあり、アクセスも悪くないとこ

ろ。

3-

2

懸念に感じた

点

（イベントエリア）

●全面砂利

（古民家）

●入口と駐車場の間の車の動線。

ー ー

4

追加で必要と

なる

設備・施設や

サービス

（イベントエリア）

●薄く砂をいれて地面の改良。

●大きな木を植樹して日陰を作る。暑いと来客が望めない。

●洗い場として大きな浄化槽の整備。

●おしゃれなトレーラーハウスを導入。電源を引っ張ってきて空調を完備し

たクラブハウスみたいのようにして、北側の盛り上がった所で飲食もできる

と良い。現在は、近隣では阿里山カフェくらいしかなく、古民家でカフェを

実施してもすぐに埋まってしまう。そこに、キャンプ利用者だけでなく、

BBQやイベント実施の際にも集客することができたら年間収支も問題ないと

思う。南側にて奥行3ｍ、⾧さ30ｍ程度の建物を設置できたら良い。

（古民家）

●タープやテーブルを設置。現在は、庭は整備されているがベンチしかな

い。

●浄化槽。

●wifi。

●駐車誘導のため、入口に常にガードマンを置く。

●各BBQ利用者ごとの個室ブース。

各グループごとに水道・電気・日よけを完備した21畳程度のゆっくり

できるスペースを用意して、グランピングの日帰り版として“プライ

ベート空間”という付加価値のもと各利用者の単価を上げた方が良い。

特に、ペット連れは、周囲の利用者への影響を気にするので単価が上

がっても利用する。

●キャンプの夜間利用や事前のキャッシュレス決済。

●発電機

●排水

●温泉

（観光資源になるので、方向性が変わっていく。自社で

も他社による管轄でも可能。）

5
施設・用地の

使用方法
事業用地としての定期借地。市との協議必要。 どこまで当社が着手して良いのかによる。

ワンちゃんに関連したコンテンツの実施であれば、定期

借地の想定。

イベントを実施するのであれば、1000-2000坪程度の広

い土地を定期で借りて、カフェや巨大な屋根を建築した

い。

6 出店希望有無 有り 有り 有り

6-

1
出店希望時期

当社としてもすぐには難しいので、整った2-3年後に当社

の状況を鑑みて判断したい。

計画の目途が立ったら、声がけしてもらって参画有無の判断をした

い。
会社の状況による。

7
適切だと思う

出店料金

特にはないが安い方が良い。

キャンプ場ではサイト数、古民家では席数や賃料、2階か

らの眺めにもよる。

ー ー

7-

1

理由・付随条

件
ー 集客や収入の見込みによる。 条件や整備具合による。

7
魅力に感じた

点
秋の集客。 曼殊沙華により観光地化されていて秋は集客できる点が強い。 ー

8
懸念に感じた

点
通年の集客。 通年の集客が弱い。 ー

9

追加であると

嬉しい

設備・施設や

サービス

●複合サービス施設。

キャンプの実施のみではその目的の人しか集客できない

が、そこにカフェ等の飲食も複合的に提供できると、地

域内外問わない集客を見込むことができる。加えて、秋

以外の時期にも集

客するためには、近隣の事業者のみでは頭打ちのため、

有名なメーカーとのコラボ等を見据える必要がある。

●駐車場の増設。

駐車場数が少ないので、新たにエリアを分筆するにして

も予定地として駐車場はかなり多く残すべき。週末の狭

山のスタバでは、駐車場が満車で利用できない。

道の駅の設置およびその裏に大規模な駐車場の整備。

現在飲食サービスでさえない中で、駐車料金として500円を徴収してし

まうと来客が見込めないため、中途半端な飲食ではなく、地場のもの

を取り扱う道の駅やBBQ等のサービス、加えて自然も感じられるとい

う“観光施設×自然×飲食×休憩”が叶う複合施設があると良い。但し、

宿泊は不要。周りも観光地なら泊まる意味があるが、今の所は日帰り

道の駅として、インバウンド客の集客を狙った方が良い。

当社の売りは“BBQ+ペット”だが、BBQ、ドッグラン、オートキャンプ

等は核となる施設の付随サービスに過ぎない。道の駅があれば、そこ

で購入した地場産品をキャンプで使用するという流れを考えることが

できる。また、近隣にムーミンバレーパークやサイボクもあるので、

都内からのバスが寄る休憩施設としても利用することができる。

●マルシェ

●子どもの遊び場

●お土産

●ボート等のアクティビティ（自社で実施可）

出店

について

巾着田エ

リア全体

について


